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Ⅰ　は じ め に
　地球を取り巻く自然環境は人間の経済活動を主な原因として，さまざまな形で破壊されてき
た。日本においては1973年の第一次石油危機まで，急速な高度経済成長を続け，エネルギー需
要も拡大を続けていた。この時代には，水俣病をはじめイタイイタイ病などの工場排水による
水質汚染をはじめ，自然破壊や大気汚染が深刻化した。このような環境破壊に対応するため，
1971年には環境庁が発足した。この時代は国内の環境破壊が問題になっていたが，経済活動が
グローバル化するとともに地球環境の観測技術の進歩に伴い，国境を越えた地球規模での環境
破壊が進んでいることが明らかになってきた。その代表的な例が，オゾンホールの発見である。
また，地球温暖化に関しては海面水位の上昇による沿岸地域への影響や農作物の生産にも影響
を与えることから，その原因とされる二酸化炭素の排出削減に向けた活動が活発に行われるよ
うになった。このような世界の動きの中で日本の義務教育においても，「学校教育法等の一部
を改正する法律」（平成19年６月27日公布）によって学校教育法が改正され，その目標の一つ
として「環境の保全に寄与する態度を養うこと」（第二十一条第二号）が位置付けられるよう
になった。
　そこで本研究では，学校教育と連携して科学教育活動に取り組む科学館において，地域の子
ども達を対象とした環境教育活動をどのように取り組むべきかを考えるために，酸性雨をテー
マとした環境教育プログラムの作成と実践を行った。その成果と課題について述べる。
Ⅱ　プログラムの作成
　本研究で立案したプログラムを実践した施設である釧路市こども遊学館は，2005年に開館し
た科学館と児童館の機能を併せ持つ複合施設である。「科学知識の普及啓発を図るとともに，
次代を担う子どもたちが，遊び，学び等多様な体験を通して豊かな感性，創造力及び知的好奇
心を高め，各世代が子どもたちのために協働し，並びに互いの交流を深め，もって地域の文化
の発展に寄与することを目的として，釧路市こども遊学館（以下「遊学館」という。）を設置
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する。」（釧路市こども遊学館条例，第１条　設置，平成17年10月11日施行）に示されている
ように，体験活動から創造力と知的好奇心を高めることを目的としている施設である。また，
設計段階から市民組織が関わり（日本展示学会，2010），実際の運営も市民組織を母体とした
NPO法人が引き続き行っている。そのため，酸性雨を題材とした教育プログラムを立案する
に当たって次の３点に注意を払った。まず，①単発的なイベント行事ではなく，継続的事業と
する。これは，単発的なイベントや教室では，雨の水質分析そのものに興味関心を持ったとし
ても，継続的な活動には結びつきにくいと考えたからである。次に，②酸性雨という環境問題
を教えるのではなく，酸性雨に関する実験を通して体験的に理解することで，環境調査活動に
積極的に関わる姿勢を育む。また，③自分たちの活動内容を施設展示を利用し一般来館者へ伝
えることで，同世代だけではなく異世代にも間接的に交流する仕組みを作る。これは，本プロ
グラムの参加者が，将来的に地域の科学教育指導者として活躍することを期待するとともに，
施設側（施設の専門職員等）が直接的な普及啓発活動を行うのではなく，子ども達が行うこと
で大人の世代が環境問題に興味を持つきっかけとなるのではないかと考えたからである。実際
に遊学館で実施したプログラムを表１に示す。
Ⅲ　実　　　践
　表１に示したとおり，2011年４月から12月にかけて，月１回のペースで全９回の実験教室と
して実施した。12月からは屋外の気温が低くなることから，初回から11月末までを降雨観測期
間と考え，第１回目で酸性雨分取器「レインゴーランドⅡ」（永井博，1992）の組み立てを予
定した。しかし，事前の受付段階で参加者が７名と少なく，また，年齢構成も４歳児１名，小
学３年１名，小学４年４名，中学２年１名と幅が広かったことから，当初の計画を変更しオリ
回目 実施日 テーマと内容
参加
者数
１ 04/23
「レインゴーランドの組み立て」酸性雨調査に使用する酸性雨分取器の
組み立て。
７
２ 05/28
「卵の殻実験」卵の殻を酸性の液体の中に入れ殻がどのように変化する
かを調べる。
９
３ 06/25
「酸性雨を降らせてみよう」理科室の実験器具で降雨装置を製作し酸性
雨を降らせる。
10
４ 07/23 「酸性雨つららマップ」酸性雨つららを探し発見場所を地図に書き込む。 ７
５ 08/27
「雲を作ってみよう」雲を作る実験を通して酸性雨が生まれる機構を考
える。
７
６ 09/24 「空気のよごれ」空気の汚れを濾紙を用いて調べる。 ６
７ 10/22 「松の葉で大気汚染をチェック」空気の汚れを松の葉で調べる。 ６
８ 12/03 「観測結果発表会」これまでの観測結果をまとめ発表会を行う。 ８
９ 12/11
「ジオフェスティバルで発表」一般市民向けイベントにブースを出し活
動成果を発表。
７
表１　酸性雨をテーマにした活動計画（2011年４月23日〜12月11日に実施）
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エンテーション的にpH試験紙を使用することを活動の中心とした。第１回目の活動の様子を
写真１〜３に示す。学校とは違う異年齢集団であり初対面の子も多かったことから，アイスブ
レイクによって交流を深めてから，ペットボトルと牛乳パックを利用した簡易降雨採取器を製
作した。当日，幸運にも雨が降っていたことから完成した採取器を屋外に設置し，雨がたまる
までの間，pH試験紙の使い方を習得するため，身近にある液体の酸性度の測定を行った。
　第２回目からは新たな参加者が加わり，小学４−５年生が
４名加わり兄弟で参加していた４歳児が参加を取りやめたこ
とで，小学３年から中学２年の10名のメンバーで取り組むこ
ととなった。第２回目は，第１回目に予定していた酸性雨分
取器「レインゴーランドⅡ」の組み立て（写真４）と卵の殻
を酢に浸す実験を行った。酸性雨分取器の組み立ては，全員
で説明書の順に沿って内容物の確認から組立上の注意点を確
認後は，各自が説明書を見ながら進めるように指示した。また，卵の殻実験は，保存瓶に入れ
た酢の中に生卵を殻のまま浸し最初の10分程度観察した。その後，次回までの約１ヶ月間，各
自が観察を続け，変化等を記録シートに記入してくることとした。また，この第２回目以降は，
pH試験紙と組み立てた酸性雨分取器を持ち帰り，降雨時には自宅で雨の酸性度を測定し，次
回の例会で観測結果を報告する取り組みを始めることができた。
　第３回目以降の活動を大まかに紹介する。写真５〜７は第３回目の様子である。各自が自宅
で観測した結果を紹介した後（写真５），卵の殻がどのように変化したかを確認（写真６），最
後に人工的に酸性雨を降らせる実験を参加者が実際に行う活動を行った（写真７）。第４回目
以降は，活動時間の後半に各回に行った実験や自宅での観測結果をＡ２サイズの壁新聞として
写真１　アイスブレイク
写真５　観測結果の報告
写真２　簡易降雨採取器
写真６　卵の殻の変化を確認
写真４　酸性雨分取器の組立中
写真３　pH試験紙を体験
写真７　人工酸性雨降雨実験
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まとめ，遊学館の科学展示ブースに掲示すること
にした。写真８は壁新聞の作成に取り掛かるとこ
ろの様子である。子ども達は自主的に編集長を決
め，編集長の提案により記事の内容を分担して作
成することにした。高学年の参加者は，このころ
までに互いの個性を認識し，低学年の面倒を見な
がら２つのグループに分かれ，壁新聞の作成を進
めていた。写真９〜10が完成した第４回目の壁新
聞である。
　第５回目からは，自宅での観測の様子などを記
録できるように，参加者全員にデジタルカメラを１台ずつ配布した。自宅での観測の様子のほ
か，毎回の活動において自分のデジタルカメラを使用して実験の様子を記録する仲間が出ると，
全員がデジタルカメラを利用するようになり，記録した写真をその場で印刷し写真11に示すよ
うに壁新聞の中でも使用する工夫が見られた。当初，このような取り組みは予想していなかっ
た。学校等でもデジタルカメラを使う機会が増えていると考えられるが，一人一台とその場で
自由に印刷できる環境が揃ったことで，各自の創意工夫する機会が生まれたと考えられる。特
に，写真12に示すように，顕微鏡の接眼レンズにデジタルカメラのレンズを密着させ対象物を
撮影するなど，撮影上のさまざまな工夫も見られた。
写真８　活動を紹介する壁新聞を作成し
ている様子
写真９　観測結果を紹介する壁新聞 写真10　学習した内容を紹介する壁新聞
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写真11　参加者が撮影した写真が利用されている壁新聞（第５回　雲をつくってみよう）
写真12　顕微鏡の接眼レンズにデジタルカメラのレンズを密着させて撮影した松の葉の気孔
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Ⅳ　ま　と　め
　本研究は，学校教育と連携して科学教育活動に取り組む科学館において，地域の子ども達を
対象とした環境教育活動をどのように取り組むべきかを考えるために，酸性雨をテーマとした
環境教育プログラムの作成と実践を行ったものである。特に子ども達の自主的な活動を保障す
ることで，自らさまざまな観測を行い課題を解決できる力を育みたいと考えた。先にも述べた
が，本プログラムの参加者が将来的に地域の科学教育指導者として活躍することを期待してい
る。本活動の終わりには参加者全員が継続的な調査活動を強く希望し，2012年１月からは「酸
性雪調査隊」という活動名で冬期も継続していることが，その第一歩ではないかと期待し，今
後も子ども達の活動をサポートしていきたいと考えている。
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